
小細胞肺癌-14 

進展型小細胞肺癌 （1st line）　　
イミフィンジ＋エトポシド＋シスプラチン併用療法 患者プロトコール

デキサメタゾン＋生食100mL

佐賀大学医学部附属病院

Day1

観察期間中もプレメディ、ハイドレーションは投与可能とする（抗癌剤は投与しない）

備考

初回はイミフィンジ投与後60分間の観察期間を設ける。問題なければ2回目以降は30分間に短縮可能。

30分

③ mg
生食　300mL

2時間
シスプラチン　80mg/㎡

Day1,2,3②

Day1プロイメンド＋5HT3R拮抗剤＋デキサメタゾン＋生食100mL

Day1

5%ブドウ糖液　500mL

エトポシド　100mg/㎡

ルートKeep 生食  500ml

硫酸マグネシウム8mEq＋生食100mL

イミフィンジ投与後にルートキープ用生食でフラッシュ 

2時間

生食  100mL

□ 体重30kg以下：20mg/kg

mg

投与量

イミフィンジ：1500mg/body

催吐リスク

高度

プレメディ

投与
時間

投与プロトコール 1コース21日間　　4回
投与日

Day2,3

 《開始時基準　PS：0～1年齢：20歳以上70歳以下》

30分

放射線併用なし

30分

mg Day1 1時間

―

①

佐賀大学医学部附属病院


